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	外国人住民（移民）の定住化が進む中、ますます必要性が増す多文化ソーシャルワークの基礎を学ぶことを目的とした実践講座を開催します。多様化・複雑化する生活課題にどのように対応するのか、多様な連携や支え合いの可能性について一緒に話し合い、考えてみませんか。「カルチュラル・コンピテンス※」を柱に「コミュニケーション・スキル」「通訳を介した面接技法」「やさしい日本語」といったテーマを取り上げます。講義やグループワーク、多様なゲストをお招きしての演習を行ない、多文化ソーシャルワークの実践力を高めていきましょう。
	※カルチュラル・コンピテンス（多文化対応力)とは・・・人々の思考、行動、活動、ライフスタイルに影響を及ぼす文化的背景に対する感受性を高めるのと同時に、自らの文化には謙虚となり、民族的・宗教的・身体的・精神的・性的多様性を尊重し、また抑圧されている人々を擁護し、エンパワメントのための実践を行うことです。
	【日 程】※全オンライン開催。
	第１回10月2日(土) 10：00～15：00
	第２回11月6日(土) 10：00～15：00
	第３回12月4日(土) 10：00～15：00
	第４回 1月16日(日) 10：00～15：00
	第５回 1月30日(日) 10：00～15：00
	※昼食と休憩の時間が適宜入ります。
	※各回終了後、参加者同士の交流を目的とした「おしゃべりタイム」があります　（参加自由）


